










 *  本稿は、Victor Watson著 “A Most Happy Partnership” （2017） の翻訳である。原
文は科学研究費による基盤研究（C）「Lucy M. Boston研究：聴覚的感性と自然環
境意識」プロジェクト（2016–）の一環として、研究協力者の Victor Watson氏
に依頼し、書き起こされた論文である。© Victor Watson 2017。
 **  デニス・バッツとトニー・ワトキンスにより行なわれた。本稿の引用は、未発表
の録音テープを起こしたものからとっている（以下同断）。




























図 2： ドミノ『子どもたち』p. 123.


























































































































































































































































































































































































































































































































図 15： 雨の中で『海のたまご』p. 79.



















































































































図 19：  4 本柱のベッドの中のリビイ 
『リビイ』p. 15.
*****  Fisher, Emma & Justine Wintle (Eds.). e Pied Pipers ――Interviews with the 





















































































































































































図 24：  騎乗するロジャーとトビー 
『石』p. 87.
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挿絵画家が語られたものと事実を一致させているかチェックするのが好き
だ。もし、ずれがあったら、そのことを脳裏に記憶する。効果として、正確
さに対するこうしたこだわりは、もう一度特に注意して読み直す結果をもた
らす。絵は、また、物語が進行する中で、ちょっと休憩する場所として働き
もする。最も文字通りで非想像的な挿絵でも、この休憩所を提供し得る。し
かし、また、豊かで刺激的な場合でも、あるいは、動きや謎に満ちている場
合でも、それぞれの挿絵は、そこからひとりずつ読者を通し、雰囲気のある
視覚的な形作りへと招き入れ、文字で書かれた物語に巡らす彼らの想像を変
容させる、小さな秘密のドアの働きをするのである。
1972年の講演後の質疑応答で、ルーシー・ボストンは、トリーの造形は
ピーターと緊密な関係があると説明している。「トリーは、私の息子の思い
出です」ルーシーは言う。そして、少しのちに、次のように言い足してい
る。「私は孫を欲しかったのに叶わなかったので、私なりに孫をもつ方法で
もあったのです」。自分の創造した物語の中に息子が想像的に存在するうえ、
実際にその息子が挿絵をつけるという事実は、さぞかし満足感を与えたこと
だろう。
ものを書くことについて尋ねられた折、ルーシー・ボストンは、自分はた
だ報告がうまい「レポーター」であるに過ぎないと応えている。「ただ率直
にレポートしている感じ」で、「それを見たことがありさえすれば、そのこ
とについて書けるのはほぼ疑いようがありません」と言う。また、自分には
絵的想像力はまったくないのに対し、ピーターの方は、「私にはただ頭に思
い浮かべることしかできないものを、まるで魔法のように描くことができ
る」（『メモリー』、p. 378）。さらに、「作家は、見ることによって対象を知
るようにすべきだと提唱するか」と尋ねられて、ルーシーは、どんな類の尊
大なもったいぶった物言いや一般化は一切拒絶する、とも言う。「ノー、か
しらね。私に言えるのは、それが私ができる唯一のことで、私にはどんな想
像力もないけれど、見えはする、としか言いようがないのです」。
こうした一見ずいぶん単純な物言いから、ルーシーとピーターは、異なる
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見方で世界を見ていることがわかる。ただし、彼女にとっては、試す必要の
ある心理的困難はなにもない。ルーシー・ボストンは、見え、書ける。その
息子は、見え、描ける。
ピーターは、自分の母親の小説に挿絵をつける仕事に、ふたつのはっきり
異なる技術を導入した。慎重に厳密に、言葉を「視覚的に描き写した」もの
がある。一方、語りの最も深部にあるテーマどうしや、ルーシー・ボストン
の時に悩ましい先入観の中で最も緊張するものを結びつける、直観的通り道
を見出してもいる。どうしたら、こうした理解が個人の一生内で達成できる
のだろう。それは我々の把握できる範囲を超えているのだろうか。いや、も
しかしたら、まったく「達成」されておらず、ただ直観としてそこにあるだ
け、親密に知られているだけ、なのかもしれない。
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